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抗菌活性を有する混合茶原料の検索

中尾浴，遠田昌人，松井智江，吉本贋

SearchonAntibacterialActivitiesofRawMateri21s
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fOrtheisolatedbacteriaBLTthanthecannｅｄｂｌｅｎｄｔｅａｄｒｉｎｋＧｈａｄ．

Keywords：ｂｌｅｎｄｔｅａ，canneddrink，antibacterialactivity，thermophilicbacterial

Baci/ｍｓｓｊｅＱｍﾉﾉzeγ刀【0ｶﾉzi/z（s，mugwort］eaf，greentea，oolonRtea

既報K~2)にて混合茶飲料缶詰Ｇの内容物が，高温保存の混合茶飲料缶詰から分離された

Ｂａc"/ZUsSZ“７℃/ﾉﾉe7"１０，ﾉzﾉﾉｚＪｓＢＬＴに対する抗菌作用を有することを報告した．また，抗菌作月］

は，polyvinylpolypyrrolidone（PVPP）に吸着される抗菌活性物質によることを推定した．し

かし，混合茶は迩数の原料より調製されるため，抗菌活性物質の由来は不明であった．

そこで本試験において，抗菌活性を有する混合茶飲料缶詰Ｇの原料を検索することを目的とし

た．そのため，混合茶飲料缶詰Ｇの11種類の原料抽出液に対し，分離菌BLTの蝋殖適性試験'）
を行い，増殖曲線の傾向から，抗菌活性の有無を評価したので報告する

実験方法

１．使用菌株

予め調製した，高温性細菌Ｂａｃｉﾉﾉｚ４ｓｓ/ea70fﾉicr7jzoﾉＷ/『`ｓＢＬＴの胞子懸濁液4.6×10,

CFU／皿を使用した．菌株BLTは高温保存の混合茶飲料〈17譜から分離された．

２．試料

混合茶原料抽出液の調製に用いた原料および原料の状態を以下に記した．よしぎ，霊芝，およ

びミカソの皮は漢方薬品店にて職人した．それ以外の原料は市販品を用いた．

よもぎ乾燥，切断

霊芝乾燥，スライス
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ミカソの皮乾燥，切断

クコ（葉）乾燥，切断㈱ウチダ和漢薬ＴＵ
アマチャヅル 乾燥，切断吉見製薬㈱

ハブ･茶焙焼㈱小谷毅粉

熊笹ティーバッグ㈱大和薬品

ハトムギ焙焼，粉砕，ティーバッグ㈱宇治呑側

柿の葉ティーバッグ㈱小谷殿粉
ウーロン茶市販茶飲料缶詰

緑茶市販茶飲料缶詰

よむぎ，クコ，ミカソの皮，アマチャヅル，ハブ茶，霊芝’熊笹，ハトムギおよび柿の葉をそ
れぞれ適当量採取し，水5001,2を加え昇温し，100℃にて適当時間加熱した゛得られた抽出液を急
冷し，クラスウールにてiMi過した．抽出条件をＴａｂｌｅｌに記した．IMI液を0.8且、，次いで0.45
浜ｍのメソプラソフィルタにて除菌し，使用した．

Table１．ExtracIjonconditionsofcannodbleｎｄｔｅａｄｒｉｎｋＧｒａｗｍａｌｅｒｍ１ｐ

RawmaterialsforcannedblendteadrinkG Ｗeight（９）Healinglime(min1
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Unshiuorangepeel

MugworLIeaf

MugwortleaP･b

AMACHADURUa

Chinesematrimony-vincloafm
KakilGa「

Bamboograss

JO6stoar
RFTRm

別０

aHeat-treatodinanovonat120℃Ibr20minuIesbelbreextraction
bＮｏｔｕｓｅｄｆｂｒｇｍｘ"ハα"zWTSsny．

ウーロソ茶および緑茶は，350mQ容斌の市販茶飲料缶詰の内容物を，0.80,uｍ次いで0.45’ｍの
メソブラソフィルタにて除繭し，使用した．

火入れしたよもぎより調製したよもぎ抽出液（MLE）に対し，ＰVPP処理2）（PVPP：試料＝
2～４９：100ｍ）を２回繰り返し行った．得られた試料をMLEpvpp2とした．
それぞれの試料のｐＨおよび鱗濃度をTable2

Tabl巳２．Conditionsofsamples
に記した．

Ex【ractso「

mwmnterinlE

Brix

(％）ｐＨ
３．分離菌に対する混合茶原料抽出液の抗菌作

用

調製したそれぞれの混合茶原料抽出液を増敵

適性試験（８，雌ｃｗｍｅ[zsszzy)')に供した．

既報2)と同様の方法にて，異なる濃度の試料

MLEを含むSＭＡ（dcMLE-SMA）培地および

異なる濃度の試料MLEpvpp2を含むSＭＡ（dc

MLEpvpp2-SMA）培地をそれぞれ調製し，
静菌作用評価平板試験”を行った．

Oricntalsenna

Unshiuorangepeel
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結果および考察

それぞれの混合茶原料抽出液の状態および増殖適性試験の結果をＴａｂｌｅ３およびFig.１～４

に記した．増殖曲線の増減の傾向より，それぞれの混合茶原料抽出液をＩ～H1型')に層別し，
Table4に記した．

その結果，３種の混合茶原料抽出液は，分離菌BLTの菌数が増加する傾向の増殖曲線を示す

Ｉ型に層別され，分離菌に対する抗菌活性は認められなかった．一方，８種の混合茶原料抽出液

は，分離菌の菌数が減少する傾向の増殖曲線を示すⅢ型に層別され，分離菌に対する抗菌活性を
有することが判明した．

以上より，混合茶飲料缶詰Ｇに存在すると推定された抗菌活性物質が，Ｈ１型の８種の原料に111

来する可能性が示唆された．特に，混合茶飲料缶詰Ｇより速く菌数が減少した，よもぎ，緑茶，
およびウーロソ茶は，混合茶飲料缶詰Ｇの抗菌作用に寄与する可能性が高いと思われた．

さらに，分離菌に対する強い抗菌作用が認められたよもぎ抽出液の抗菌作用の特性を調査するため，

MLEおよびMLEpvpp2に対し，静菌作用評価平板試験を行った．結果をFig.５に示した．

その結果，よもぎ抽出液が有する抗菌作用は，よしぎ抽出液の濃度に依存することが判明した．また，

PVPP処理を行うことにより，よもぎ抽出液の抗菌作用が著しく低下することが判明した．

以上の抗菌作用の特性は，混合茶飲料缶詰Ｇのそれと同様である2k

以上より，混合茶飲料缶詰Ｇと同様，よもぎ抽出液に，ＰVPPに吸着される性質を有する，分離菌
BErに対する抗菌活性物質が存在することを推定した．

一方，緑茶およびウーロン茶に含まれるカテキソ類がＢｓｆ“ｍｆｈｅｒﾉｱlOpﾊﾉﾉｫｨsなどに対する抗

菌活性を有すること3帝)，また，一般にポリフェノール類はPVPPに吸着されることｱ)が知られ

ている．そのことから，緑茶およびウーロソ茶が分離菌に対して示す抗菌作用は，カテキソ類に

由来し，ＰVPP処理により消失すると推測される．従って，ＰVPP処理により抗菌作用が消失す

る特性において，よもぎ，緑茶およびウーロソ茶は同様の範礒に概括されると推定される．

Table３．Ｒｅｓｕｌｔｓｏｆｇ７ｍノノハロqｗａｓｓａｙｕ

Incubation

timo(days）

ｐＨ

ｆｉｎａ］

Celldensity（CFU／nm）

initialrinfl］
Extractsofrawmaterin]ｓ

Orientalsenna

Unshiuorangepeel

MugworL］eaf

AMACHADURU

Chinesematrimony-vincleaf

Kakileaf

Bamboograss

Job,ｓｔｅａｒ

ＲＦＴＲｍ

Ｇｒｅｅｎｔｅａ

ＯｏｌｏｎＲｔｅａ

6.2×１０３

３．８×１０３

６．２×１０３

４．４×１０３

４．１×１０３

５．５ｘ１０３

５９ｘ１０３

５．７×１０．

６．６ｘ１０３

ａ２ｘ１０３

７．５×１０３

６
５
０
５
５
０
６
６
５
５
例

２
３
１
３
３
３
３
３
３
１
父

（ND）

（ＮＤ)ｂ

（ND）

(2.4×102）

（ND）

(5.OxlO-D

(3.1×106）

(3.9×106）

(5.9xlO`）

（ＮＤ）

（ＮＤ）

６
１
２
３
９
６
７
８
Ａ
５
０

４
４
５
５
４
４
８
５
Ｎ
４
ａ

０１
ｂ
１
１
１
１

０
０
０
０

，
ｍ
ｍ
い
、
い
ぃ
罪
蛎
、
、

２
１
３
６
７

‘Symbols：ＮＡ，Notavailable；ＮＤ，Notdetected；（)，Samplesheat-treatcdat100℃forlO
minutesbefbreinoculationforcountingsporenumbers，
bNotdetectcdonthe30thday．
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要約

高温保存の混合茶飲料缶詰から分離したＢａc"ｈｚｓ

ＳｆｅａｍﾉﾊＢｒ"２０，ﾉZﾉﾉｚ４ｓＢＬＴに対し，抗菌活性を有

する混合茶飲料缶詰Ｇの原料を検索した．そのた

め，混合茶飲料缶詰Ｇの11粒の混合茶原料抽出液

に分離菌を接種，培養し，経時的に菌数を測定し
た．

その結果，３種の混合茶原料抽出液は分離菌の

菌数が増加する傾向の増殖曲線を示すＩ型，８種

の混合茶原料抽出液は分離菌の菌数が減少する傾

向の増殖曲線を示すⅢ型に厨別された．従って，

混合茶飲料缶詰Ｇに存在すると推定された抗菌活

性物質が，Ｈ１型の８種の原料に由来する可能性が

示唆された．一方，よもぎ，緑茶，およびウーロ

ソ茶における分離菌BLTの菌数減少速度は，混

合茶飲料缶詰Ｇにおけるそれより速かった．また，

よしぎ抽出液にpolyvinylpolypyrrolidoneに吸着

される抗菌活性物質が存在することを推定した．

IOC

1０－２

Ｃ
ｚ
、
王

1０－４

－←ＭＬＥ

－←ＭＬＥｐｖｐｐ２

１０ベ

010３０507０gC

Conconl｢QｎｏｎｏＩＭＬＥｏｒＭＬＥｐｖｐｐ２（兜）
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